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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.02椙

総人口 53,343人（△29） 

　　男 24,929人（△ 3） 

　　女 28,414人（△26） 

世帯数 22,224（△12） 
1月1日現在（　）は前月比 
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　　　　総務企画部企画課 
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日置市伊集院町郡一丁目100番地 

TEL 099（273）2111 
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年
が
明
け
ま
し
た
。
娘
が
成
人
式
を
迎

え
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
。
子
ど
も
は

成
長
し
て
も
自
分
は
こ
の
20
年
ほ
と
ん
ど

成
長
し
て
い
ま
せ
ん
。
何
が
ほ
し
い
か
っ

て
聞
か
れ
た
ら
「
若
さ
」
と
答
え
る
人
の

気
持
ち
が
理
解
で
き
る
年
齢
に
▼
毎
日
毎

日
だ
れ
に
で
も
等
し
く
与
え
ら
れ
る
24
時

間
は
何
を
や
っ
て
も
ま
た
何
も
し
な
く
て

も
過
ぎ
て
い
き
、
だ
れ
に
も
待
っ
て
は
く

れ
ま
せ
ん
。
消
費
す
る
の
に
お
金
は
要
ら

な
い
か
ら
と
ム
ダ
に
し
て
い
た
ら
大
変
な

こ
と
。
一
秒
一
秒
の
積
み
重
ね
が
そ
の
人

の
人
生
に
▼
も
っ
と
時
間
が
あ
れ
ば
と
時

間
を
惜
し
ん
で
仕
事
し
て
い
る
つ
も
り
で

も
長
い
ス
パ
ン
で
み
れ
ば
ム
ダ
に
し
て
き

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
与
え
ら
れ
る
量
が

少
な
く
な
っ
て
き
た
わ
た
し
の
時
間
は
成

人
を
迎
え
た
ば
か
り
の
若
者
か
ら
す
る
と

も
っ
と
貴
重
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た

▼
12
／
31
か
ら
１
／
１
と
一
日
経
過
し

た
だ
け
な
の
に
気
持
ち
が
改
ま
る
意
義
あ

る
元
旦
。
年
に
一
日
で
な
く
365
日
を
意
識

し
な
が
ら
過
ご
せ
ば
き
っ
と
時
間
を
ム
ダ

に
な
ん
て
思
わ
な
い
？
今
年
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
時
間
を
意
識
し
て
み
よ
う
▼
皆
さ

ん
も
今
こ
の
一
瞬
を
大
切
に
…
こ
の
一
年

が
い
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

編

集
た
い
む

力強い太鼓の響きを体に浴びな
がら迎えた初日の出。一段と気が
引き締まり、意気込みのいい一年
のスタートに。
（吹上青松太鼓新春初打ち

１/１久多島神社境内）

今月の
表 紙

力強く年明け 

わ
が
地
域 

妙
円
寺
地
区
公
民
館（
伊
集
院
地
域
） 

積
極
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り 

現 

公 

在
、
七
自
治
会
で
構
成
さ
れ
る

地
区
公
民
館
の
組
織
が
設
置
さ

れ
た
の
は
、
児
童
館
と
併
用
の
館
が
完

成
し
た
平
成
七
年
で
し
た
。
そ
の
と
き

の
自
治
会
数
は
四
つ
、
住
宅
や
土
地
の

分
譲
が
年
々
進
み
、
世
帯
や
人
口
も
急

速
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
来
年
四
月
に

は
八
自
治
会
に
な
る
予
定
で
す
。

団
地
造
成
前
は
山
と
畑
。
新
し
い
住

民
だ
け
の
団
地
単
一
の
公
民
館
組
織
づ

く
り
は
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
「
人
口

が
急
増
す
る
中
、
地
域
課
題
や
生
活
課

題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
自
治
会

が
連
携
し
、
団
地
全
体
の
連
帯
が
不
可

欠
」
と
ま
と
ま
り
を
み
せ
て
い
き
ま
す
。

民
館
運
営
上
の
現
在
の
悩
み
は
、

人
口
と
世
帯
数
の
増
加
に
よ
り
、

館
が
狭
く
な
り
、
人
数
の
制
限
な
ど
で

地
区
全
体
の
行
事
や
会
合
開
催
が
制
約

さ
れ
る
こ
と
。
で
も
、
平
成
二
十
年
度

ま
で
に
公
民
館
単
独
館
を
建
設
す
る
計

画
が
あ
り
そ
れ
も
解
消
さ
れ
そ
う
で
す
。

伊
集
院
地
域
で
は
初
め
て
の
地
区
公

民
館
主
催
の
文
化
祭
開
催
は
す
で
に
十

一
回
。
会
場
の
問
題
も
あ
り
、
こ
れ
ま

で
は
作
品
展
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

施
設
が
整
備
さ
れ
た
ら
、
発
表
会
な
ど

も
計
画
し
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

運
動
会
や
駅
伝
競
走
大
会
で
こ
れ
ま
で

多
く
の
優
勝
を
誇
る
ほ
か
、
団
地
内
一

周
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
開
催
な
ど
地
区

体
育
協
会
も
ま
と
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

犯
教
室
や
交
通
安
全
教
室
、
防

犯
診
断
と
い
っ
た
防
犯
安
全
部

の
活
動
も
特
色
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、

一
月
末
に
は
団
地
防
火
訓
練
を
開
催
し
、

同
時
に
「
妙
円
寺
団
地
守
り
隊
」
の
出

初
め
式
も
。「
守
り
隊
」
は
団
地
内
の

防
犯
や
安
全
確
保
を
日
常
生
活
の
中
で

推
進
し
て
い
こ
う
と
平
成
十
六
年
十
月

に
発
足
、「
守
り
隊
」
の
帽
子
を
着
用

し
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
犬
の
散
歩
時
な
ど

に
パ
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
を
持
た

せ
よ
う
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
で
す
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
犯
罪
が
多
い
昨
今
、

地
域
で
子
ど
も
を
守
る
活
動
と
し
て
定

着
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

転
入
者
が
多
く
、
初
め
て
見
る
顔
も

珍
し
く
な
い
地
域
、
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
心

が
け
て
い
き
ま
す
。

防 

▲ 夏休み中の中学生ドッジボール大会

▲ 自主防犯組織「妙円寺団地守り隊」の出発式

伊
集
院
地
域
に
あ
る
高
台
の
新

興
住
宅
団
地
、
妙
円
寺
地
区
。
昭

和
54
年
か
ら
分
譲
、
翌
55
年
か

ら
入
居
が
始
ま
り
、
十
七
年
四
月

現
在
、
千
七
百
六
十
九
世
帯
、
五

千
六
百
十
八
人
が
暮
ら
し
ま
す
。

伊
集
院
地
域
、
鹿
児
島
市
の
ベ
ッ

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
た
地
域

に
は
市
の
運
動
施
設
や
公
園
な
ど

が
整
備
さ
れ
、
街
路
樹
や
緑
地
帯

の
緑
に
囲
ま
れ
た
住
宅
街
で
す
。

み
ょ
う
　
え 

ん
　
　
じ 

右から常深勇館長、田中輝雄主事、
平井美紀主事補

と

き
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
三
年
以
降
、
少
子
高
齢
化
社

会
の
進
展
や
地
方
分
権
の
推
進
な
ど
、

社
会
情
勢
が
急
激
に
変
化
し
て
き
た
こ

と
を
受
け
て
、
国
全
体
で
「
平
成
の
大

合
併
」
に
取
り
組
み
、
各
地
で
市
町
村

の
再
編
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
も

各
地
で
合
併
協
議
が
行
わ
れ
、
従
来
の

九
十
六
市
町
村
が
本
年
三
月
末
に
は
四

十
九
の
市
町
村
に
再
編
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
転
換
期
に
私
ど

も
日
置
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
合
併
協
議
に
携
わ
り
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
ご
理
解
に

よ
り
、
昨
年
五
月
一
日
、
四
つ
の
町
が

合
併
し
新
市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
賜
り
ま

し
た
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
て
、
改

め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
を
み

ま
す
と
景
気
回
復
の
兆
し
が
感
じ
ら
れ

る
と
は
い
え
、
国
や
地
方
の
財
政
状
況

の
悪
化
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る

人
口
構
造
の
変
化
な
ど
、
今
後
の
国
の

基
盤
を
も
揺
る
が
す
い
ろ
い
ろ
な
制
度

や
仕
組
み
を
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
い
わ
ゆ
る
改
革
の
時
代
へ

突
入
し
て
き
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
児

童
生
徒
の
刺
殺
事
件
や
耐
震
構
造
計
算

書
の
偽
造
問
題
な
ど
、
人
々
の
安
全
な

暮
ら
し
を
脅
か
す
事
件
が
多
発
し
て
き

て
い
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
き
、
こ
れ

ま
で
の
考
え
方
や
経
験
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
よ
う
な
方
向
へ
社
会
全
体
が

動
い
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

日
置
市
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
市
政
推
進
の
柱
と
な
り
ま
す
「
第

一
次
日
置
市
総
合
計
画
」
を
策
定
す
る

一
方
で
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
中

心
と
し
た
行
財
政
改
革
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
日
置
市
が
有
す
る
自
然
や

歴
史
、
文
化
な
ど
数
多
く
の
誇
れ
る
資

源
と
県
都
鹿
児
島
市
に
隣
接
す
る
地
理

的
優
位
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
工
夫
し
な

が
ら
、
協
働
の
精
神
に
基
づ
き
、
地
域

の
一
体
感
の
醸
成
を
図
り
、
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
一
体
と
な
っ

て
、
将
来
に
誇
れ
る
日
置
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
様
に
、
引
き
続
き
市
政

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
新
し
い

年
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
東
市
来
町
・
伊
集
院
町
・

日
吉
町
・
吹
上
町
に
と
り
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
町

の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、
四
町
が
合
併

し
て
五
月
一
日
に
日
置
市
を
発
足
さ
せ

る
と
い
う
後
世
に
お
い
て
も
歴
史
的
な

転
換
の
年
を
迎
え
、
不
安
と
期
待
の
交

錯
し
た
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

本
市
議
会
も
五
月
二
十
九
日
に
日
置

市
最
初
の
市
議
会
議
員
三
十
人
が
誕
生

し
ま
し
た
。
六
月
九
日
、
十
日
に
初
議

会
を
開
催
し
、
一
時
も
早
い
市
民
の
融

合
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な

い
よ
う
議
会
機
能
を
整
え
る
と
と
も
に
、

暫
定
予
算
等
を
可
決
す
る
な
ど
、
十
二

月
ま
で
に
計
六
回
の
議
会
を
行
い
真
摯

に
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
、
多
く
の
期
待
を
受
け
て
船
出

し
た
日
置
市
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
市

発
足
と
同
時
に
旧
町
の
公
共
工
事
に
絡

ん
で
職
員
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
大
変

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
が
起
き
、
さ
ら

に
事
件
は
、
業
者
の
談
合
事
件
ま
で
発

展
す
る
な
ど
日
置
市
は
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お

い
て
日
置
市
が
独
自
の
歩
み
を
始
め
る

記
念
す
べ
き
年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
こ
と
を
早
く
払
拭
す
る
と
と
も
に
、

新
市
建
設
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
地
理

的
特
性
と
歴
史
や
自
然
と
の
調
和
を
生

か
し
た
ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
健
や
か
な

都
市
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
市
民
が
力

を
あ
わ
せ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
厳
し
い
財
政

環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
会
も
最
善

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
本
市
議
会
運
営
等
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
本
年
が
市
民
の
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
す
ば
ら
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

日置市長 宮路高光日置市議会議長 宇田 栄

（伊集院地域） 

一体感の醸成と
将来に誇れるまちづくり

市独自の新たな歩み
議会も最善を尽くす

����

平 

成 

17
 年 

市 
の 

動 

き 
▲ 雨のスタートとなった日置市の発足（５/１）

５
月

６
月

日
置
市
が
誕
生
（
１
日
）
▼
第
13
回

ふ
る
さ
と
港
ま
つ
り
（
３
日
）
▼
藤
元

地
区
直
売
所
オ
ー
プ
ン
（
８
日
）
▼
日

吉
リ
ョ
ク
チ
ク
が
「
か
ご
し
ま
農
林
水

産
物
認
証
制
度
」
認
証
第
二
号
（
17
日
）

▼
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
発
足
（
20

日
）
▼
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
が
執

行
さ
れ
宮
路
市
長
と
議
員
30
人
が
決

定
／
投
票
率
78
・
31
％
（
29
日
）

せ
っ
ぺ
と
べ
（
５
日
）
▼
田
代
教
育
長

が
就
任
（
11
日
）
▼
ゆ
す
い
ん
学
寮

（
19
〜
24
日
）

10
月

第
18
回
国
勢
調
査
（
１
日
）
▼
江
口

蓬
莱
館
来
館
者
100
万
人
達
成
（
１
日
）

▼
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
発
足
（
３

日
）
▼
市
消
防
団
結
団
式
（
５
日
）
▼

日
吉
秋
祭
り
・
花
火
大
会
（
８
日
）
▼

各
地
域
運
動
会
（
９
日
）
▼
天
昌
寺
祭

り
・
山
神
の
響
炎
（
10
日
）
▼
妙
音

十
二
楽
演
奏
会
（
12
日
）
▼
伊
集
院

文
化
会
館
で
全
国
宝
く
じ
抽
選
会
（
14

日
）
▼
吹
上
秋
祭
り
・
第
50
回
さ
つ

ま
湖
花
火
大
会
（
16
日
）
▼
妙
円
寺

詣
り
フ
ェ
ス
タ
（
22
・
23
日
）
▼
妙
円

寺
詣
り
行
事
大
会
（
23
日
）
▼
日
置

地
区
講
演
を
聴
く
会
「
二
宮
清
純
氏
」

（
27
日
）
▼
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

落
成
（
29
日
）
▼
伊
作
え
び
す
家
オ
ー

プ
ン
（
29
日
）
▼
は
だ
し
の
コ
ン
サ
ー

ト
（
29
日
）
▼
日
吉
地
域
文
化
祭

（
29
・
30
日
）

11
月

12
月

日
置
地
区
ク
ラ
ブ
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

（
４
日
）
▼
第
11
回
ま
る
ご
と
伊
集
院

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
10
・
11
日
）
▼
第

23
回
い
じ
ゅ
う
い
ん
梅
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会
（
11
日
）
▼
伊
集
院
地

域
小
中
学
校
学
校
給
食
地
元
産
米
活
用

／
飯
牟
礼
小
で
給
食
交
流
会
（
16
日
）

▼
市
吹
上
高
等
学
校
活
性
化
対
策
協
議

会
発
足
（
27
日
） ８

月

関
ケ
原
戦
跡
踏
破
隊
（
２
〜
７
日
）
▼

東
市
来
地
域
青
少
年
国
際
交
流
韓
国
訪

問
（
３
〜
７
日
）
▼
い
じ
ゅ
う
い
ん
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
（
６
・
７
日
）
▼
四
地

域
に
地
域
審
議
会
発
足
（
８
日
）
▼
伊

集
院
文
化
会
館
自
主
事
業
「
小
椋
桂
コ

ン
サ
ー
ト
」（
21
日
）

７
月

９
月

体
育
指
導
委
員
会
／
30
人
に
委
嘱
状

交
付
（
１
日
）
▼
吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
村

開
き
（
８
日
）
▼
市
農
業
委
員
選
挙
が

執
行
さ
れ
委
員
23
人
が
決
定
（
10
日
）

▼
日
置
地
区
体
育
大
会
（
10
・
17
・
24

日
）
▼
吹
上
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
16
・

17
日
）
▼
江
口
浜
海
浜
公
園
が
オ
ー

プ
ン
一
部
供
用
開
始
（
17
日
）
▼
国

際
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
17

日
）
▼
江
口
浜
海
浜
公
園
海
水
浴
場
オ
ー

プ
ン
（
21
日
）
▼
吹
上
地
域
マ
レ
ー

シ
ア
親
善
大
使
派
遣
事
業
（
21
〜
28
日
）

▼
伊
集
院
地
域
青
少
年
海
外
（
イ
ギ
リ

ス
）
派
遣
事
業
（
21
日
〜
８
／
８
）

▼
湯
田
平
総
務
助
役
と
横
山
産
業
建
設

助
役
が
就
任
（
22
日
）
▼
こ
け
け
王

国
花
火
大
会
（
23
日
）
▼
吹
上
地
域

上
石
津
町
青
少
年
交
流
事
業
（
27
日

〜
８
／
１
）
▼
吹
上
地
域
青
少
年
海
外

（
ア
メ
リ
カ
）
派
遣
事
業
（
28
日
〜
８

／
26
）
▼
市
自
治
会
長
連
絡
協
議
会

設
立
総
会
（
28
日
）
▼
伊
集
院
地
域

／
関
ケ
原
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
親
善
交

流
大
会
（
29
〜
31
日
）
▼
湯
之
元
温

泉
と
う
ろ
う
祭
り
・
飲
食
店
組
合
夏
祭

り
（
31
日
）

伊
集
院
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
等
整
備

着
工
（
５
日
）
▼
日
吉
ふ
る
さ
と
学
寮

（
７
〜
10
日
）
▼
衆
議
院
議
員
選
挙
執

行
／
投
票
率
73
・
23
％
（
11
日
）
▼

県
民
体
育
大
会
肝
属
大
会
に
277
人
参

加
（
17
・
18
日
）
▼
伊
集
院
ド
ー
ム
（
仮

称
）
新
築
工
事
着
工
（
28
日
）

▲ 地域運動会は各地で継続（10/３）

韓
国
南
原
市
立
国
楽
団
公
演
（
３
日
）

▼
伊
集
院
地
域
総
合
芸
術
祭
（
３
〜
５

日
）
▼
第
20
回
美
山
窯
元
祭
り
（
３

〜
６
日
）
▼
東
市
来
地
域
文
化
祭
（
３

〜
６
日
）
▼
吹
上
地
域
文
化
祭
（
５
・

６
日
）
▼
伊
集
院
地
域
・
吹
上
地
域
駅

伝
競
走
大
会
（
13
日
）
▼
日
置
地
区

広
域
文
化
祭
幕
を
閉
じ
る
（
13
日
）

▼
吹
上
地
域
合
同
金
婚
式
（
16
日
）

▼
チ
ェ
ス
ト
館
「
秋
の
大
収
穫
祭
」

（
19
日
）
▼
伊
集
院
文
化
会
館
自
主
事

業
「
白
雪
姫
と
７
人
の
こ
び
と
」（
19

日
）
▼
深
固
院
祭
り
（
20
日
）
▼
伊

作
流
鏑
馬
奉
納
（
23
日
）
▼
第
１
回

市
社
会
福
祉
大
会
（
25
日
）
▼
市
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
委
員
20
人
）

が
発
足
（
25
日
）
▼
第
４
回
高
山
ふ

る
さ
と
秋
祭
り
（
27
日
）
▼
直
売
所
「
ふ

れ
あ
い
飯
牟
礼
館
」
オ
ー
プ
ン
（
27
日
）

▼
日
吉
地
域
町
内
一
周
駅
伝
大
会
（
27

日
）
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指
定
管
理
者
制
度
と
い
う
こ
と
ば
を
耳
に
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
公
共
施
設
の
管
理
や
運
営
に
か
か
る
制
度
の
こ
と
で
、
日
置
市
で
も
制
度
導
入
が

適
当
な
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
九
月
か
ら
順
次
、
指
定
管
理
者
制
度
に
移

行
し
て
い
き
ま
す
。 

　
今
月
は
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
現
在
、
市
が
直

営
で
管
理
運
営
し
て
い
る
も
の
と
公
共
的
団
体
等
に
委

託
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
公
共
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
地
方
自
治
法

に
よ
っ
て
公
の
施
設
の
管
理
運
営
主
体
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
の
出
資
法
人
や
公
共
的
団
体
等
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
（
管
理
委
託
制
度
）
が
、
平
成
十
五
年

の
同
法
の
改
正
に
よ
り
、
幅
広
く
民
間
事
業
者
に
も
管

理
運
営
を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
「
指
定
管
理
者
制
度
」

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
、
管
理
委
託
を
し
て
い
る
施
設

は
平
成
十
八
年
九
月
ま
で
に
原
則
と
し
て
「
指
定
管
理

者
制
度
」
に
移
行
す
る
か
、
直
営
に
す
る
か
の
選
択
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

制
度
創
設
の
背
景
に
は
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

に
、
効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、
公
の
施
設

の
管
理
に
民
間
の
能
力
を
活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
経
費
の
節
減
等
を
図
ろ
う
と

す
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

公
の
施
設
の
活
性
化
に
向
け
た

を
導
入

度 ど 

制 

せ
い 

者 

し
ゃ 

理 り 

管 

か
ん 

定 
て
い 

指 
し 指

定
管
理
者
制
度
と
は

こ
れ
ま
で
の
管
理
委
託
制
度
と
違
い
、
指
定
管
理
者
制
度
で
は
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
管
理
運
営
を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

管
理
委
託
制
度
と
指
定
管
理
者
制
度
で
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
相
違
点
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
ど
う
違
う
の
か
？

管理者となること
ができる相手方

権限と業務の範囲

条例で規定する内容

契約の形態

指定管理者制度

管理者となること
ができる相手方

権限と業務の範囲

条例で規定する内容

契約の形態

公共団体、公共的団体、市の出資法
人などに限定

・施設の設置者たる市との契約に
基づき、具体的な管理の事務ま
たは業務の執行を行う。
・施設の管理権限および責任は、
設置者たる市が引き続き有し、
施設の使用許可は行うことがで
きない。

委託の条件、相手方などを規定

委託契約

民間事業者を含む法人、その他の
団体（個人は除く）議会の議決を得
て指定

・施設の管理に関する権限を指定
管理者に委任して行わせるもの
であり、施設の使用許可も行う
ことができる。
・施設の設置者である市は管理権
限の行使は行わず、設置者とし
ての立場から必要に応じて指示
を行う。

指定管理者の指定の手続き、指定
管理者が行う管理の基準および範
囲を規定

協定
指定管理者の指定は地方自治法上
の契約には該当しないため、同法
に規定する入札の対象ではない。

管理委託制度

制
度
の
対
象
と
な
る
公
の
施
設
は
、
地
方
自
治
法
で
「
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的

を
も
っ
て
そ
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
施
設
」
と
規
定
さ
れ
、
庁
舎
や
研
究
機
関
な
ど
を

除
く
大
部
分
の
公
的
施
設
で
、
例
え
ば
公
民
館
や
福
祉
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
物
産
館

な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

日
置
市
で
は
個
別
の
法
律
に
よ
り
管
理
者
が
限
定
さ
れ
て
い
る
施
設
や
市
が
管
理
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
す
べ
て
の
施
設
に
つ
い
て
制

度
導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
考
え
ら
れ
る
主
な
施
設
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
対
象
施
設

指定管理制度の導入が検討される主な施設（略称） 
 
●公民館、図書館、文化会館、歴史民俗資料館、
地域活性化支援センター
●体育館、陸上競技場、テニスコート、プール
など
●小中学校（施設開放）、幼稚園、教職員住宅な
ど
●総合福祉センター、福祉センター、ゆすいん、
保育所、児童館、介護支援センター、介護予
防拠点施設、デイサービスセンター、生きい
きデイサービスセンター、保健センター、青
松園、市民病院、医師住宅
●ゆーぷる吹上、キャンプ村、陶遊館、共同登り
窯、江口浜荘、吹上砂丘荘、東郷茂徳記念館
●農業農村ふれあい施設、チェスト館、構造改
善センター、ひまわり館、山神の郷、森林公園、
蓬莱館
●大田ふれあい館、公衆浴場、衛生処理場、共
同納骨堂、市営墓地
●終末処理場、農業集落排水処理施設
●クリーンリサイクルセンター
●湯之元児童公園 など ●公営住宅
●上水道施設、簡易水道施設
●湯田防災センター、東市来中央防災センター
●東市来駅前駐車場、湯之元駅前第１・第２駐
車場、伊集院駅西側駐車場

◎この制度によって、公の施設を民間業者等が一元的に管理運営することで

利用者サービスの向上と効率的な管理運営が期待されるほか、非営利活動

団体（NPO）等が管理運営を行う場合には、住民が地域の施設の管理運

営に主体的に参画することも期待できます。

導入に向けた基本的な流れ 

市の事務として行う必要性の検討

・民間事業者等に任すことが可能かどうか、また適当かどうか、
サービス向上やコスト削減などの面から管理運営をチェック

・施設の概要調書を作成して検討

公の施設 

市施設として継続 民間委譲・廃止の検討 

指定管理者制度へ移行 

指定管理者の公募（原則） 

議会の議決 

市と指定管理者との協定締結 

指定管理者による管理運営スタート 
（平成18年9月） 

指定管理者の候補選定 

申請書の提出 

候補の決定 

指定議案上程（平成18年6月議会） 
・施設の名称 
・指定管理者名 
・指定期間 

条例の整備（平成18年3月議会） 
・指定の手続き等に関する条例の制定 
・施設設置条例の改正 
　（手続き・管理の基準・業務の範囲等） 

市直営による管理運営 

・募集要項の作成

・広報紙やホームページなどで周知

選定委員会の設置（有識者の参画） 
・選定基準を設け、総合評価により
判定する。 
・公募によらない場合でも、申請書
を提出させ、内容を審査する。 
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一
月
三
日
、
伊
集
院
文
化
会
館
で

日
置
市
成
人
式
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
旧
四
町
で
開
催
日
が
異
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
統
一
し
て
の
第
一

回
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
、
新
成
人
を
迎
え
た
の
は
東

市
来
地
域
百
五
十
人
、
伊
集
院
地
域

三
百
三
十
人
、
日
吉
地
域
七
十
六
人
、

吹
上
地
域
百
三
十
三
人
の
計
六
百
八

十
九
人
（
男
三
百
五
十
人
・
女
三
百

三
十
九
人
）。
全
国
で
は
昨
年
よ
り

七
万
人
少
な
い
百
四
十
三
万
人
、
出

生
数
が
少
な
か
っ
た
一
九
六
六
年
の

丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
生
ま
れ
が
成

人
し
た
昭
和
六
十
二
年
に
継
ぐ
低
い

水
準
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、

日
置
市
で
も
昨
年
よ
り
七
十
六
人
少

な
い
新
成
人
で
し
た
。

式
は
、
四
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た

新
成
人
の
代
表
者
三
十
人
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
十

月
か
ら
準
備
、
当
日
は
、
人
生
の
晴

れ
舞
台
に
ふ
さ
わ
し
く
、
穏
や
か
な

天
候
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
振

袖
や
ス
ー
ツ
、
袴
姿
の
晴
れ
や
か
な

新
成
人
が
続
々
と
集
ま
り
、
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
。

式
典
で
は
宮
路
高
光
市
長
が
「
成
人

と
は
国
家
や
社
会
に
対
し
て
義
務
を

負
い
、
責
任
あ
る
行
動
が
期
待
さ
れ

る
も
の
。
将
来
の
日
本
、
地
域
の
発

展
の
た
め
に
は
若
い
皆
さ
ん
の
社
会

へ
の
貢
献
が
不
可
欠
、
人
生
に
夢
を

抱
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
、
厳
し
い

時
代
を
乗
り
切
り
、
日
置
市
を
担
っ

て
ほ
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
や
地

域
で
の
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

激
励
、
議
会
や
各
種
団
体
代
表
者
、

恩
師
、
保
護
者
ら
が
新
成
人
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
こ
た
え
て
実
行
委
員
の
田

中
栄
徳
さ
ん
と
大
園
理
恵
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
抱
負
（
要
旨
別
掲
）
を
述
べ
、

実
行
委
員
長
の
重
留
啓
希
さ
ん
（
伊

集
院
北
中
卒
）
が
「
地
域
や
学
校
で

お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
人
の
お
か

げ
で
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
が
、
何

よ
り
も
親
の
愛
情
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
私
た
ち
の
胸
に
は
い
つ
も
親

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
る
。
本
日

を
機
に
『
感
謝
』
と
い
う
言
葉
を
し
っ

か
り
と
心
に
刻
み
、
家
庭
や
地
域
で

感
謝
し
て
い
く
姿
勢
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
は

自
分
自
身
も
周
り
か
ら
感
謝
さ
れ
る

人
間
に
な
り
た
い
」
と
謝
辞
、
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

新
市
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
成
人
式
は
、
式
典
中
の
マ
ナ
ー
が

悪
い
参
加
者
も
一
部
で
見
ら
れ
ま
し

た
。
人
生
の
最
も
大
き
な
節
目
と
も

い
え
る
成
人
を
祝
福
し
、
社
会
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
を
認
識
し
、
自
己

の
向
上
を
め
ざ
す
機
会
に
と
開
催
さ

れ
る
成
人
式
。
自
分
は
何
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
何
を
し
た
ら

い
い
の
か
、
目
標
を
立
て
責
任
を
果

た
す
自
覚
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

▲ 謝辞を述べる新成人代表 重留さん

▲ 成人式を支えた30人の実行委員の皆さん
200歳歳 人生の節目人生の節目～日置市成人式～～日置 成人式～20歳 人生の節目～日置市成人式～

決意新たに
689人が
大人の仲間入り
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新成人の抱負

田中　栄徳さん 
（東市来中卒）

大園　理恵さん 
（吹上中卒）

現在、専門学校で理学療法士になるために勉強中で
す。理学療法士を目指そうと決心したのは高校２年、
腰痛に悩まされて病院で受けたリハビリがきっかけで
した。その時、自分には未知の世界であった理学療法
の世界を知りました。日常生活に支障があり困ってい
る人たちのために理学療法士になれたら本望だと感じ
ました。
夢を実現させるためには、社会も理解しなければな

りません。二十歳になり、飲酒や喫煙、選挙権など権
利を持ちましたが、何をするにも責任を持って行動し
なければならないことを忘れてはいけません。親の力
を借りることなく、自分の力で何事もやりとげられる
よう頑張っていきます。

看護師の実習で赤ちゃんの誕生に立ち会うことがで
きました。懸命にわが子を産もうとする母親、生まれ
てきたわが子を抱き喜びいっぱいの父親。言葉では言
い表せない感動を受け、私も両親への感謝でいっぱい
になりました。
事件や事故で多くの命が奪われる昨今、誕生した命

を大切にし、愛情豊かに育てていくためにも、やがて
親になる私たち若者が、命の大切さを考えていかなく
てはいけません。今まで多くの人に支えられ成長でき
ました。社会の多くの人と支えあい、協調しなければ
何事もなし得ないということを胸に刻み、一歩一歩、
歩んでいきます。両親に与えてもらった素晴らしい命
を大切に自分らしく精いっぱい。

20年前には…
昭和60年（1985年） 

３.17 科学万博「つくば博85」が開幕

４.１ 電電と専売公社が民営化、NTTと日本

たばこ産業が発足

６.８ 淡路島と鳴門を結ぶ1696㍍の大鳴門

橋が開通

８.12 日航ジャンボ機が御巣鷹山の山中に

墜落、520人が死亡

９.28 17年間続いたドリフターズの「８時

だよ！全員集合」の放送が中止

10.16 阪神タイガースが21年ぶりの優勝。

日本シリーズも制し初の日本一

昭和61年（1986年） 

１.28 アメリカスペースシャトル「チャレン

ジャー」が打ち上げ直後に爆発、搭乗

員全員死亡

２.21 長寿世界一記録保持者、泉重千代さん

120歳で死亡

日置市では 

昭和60年７月 伊集院町住民登録が初の２

万人に到達

昭和61年４月 東市来町にＢ＆Ｇ海洋セン

ター完成

昭和60年７月 日吉町でせっぺとべふるさ

と便第１号発送

昭和60年９月 吹上町、国民宿舎「吹上砂丘

荘」新館がオープン
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11人が
韓国文化を学ぶ

晩
秋
の
里
山

高
山
の
秋
を
満
喫

第
四
回
高
山
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り

十
一
月
二
十
八
日
、
東
市
来
地
域
の
高
山
地
区
で
、
第
四
回

高
山
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
日
置
市
内
外
か
ら
訪

れ
た
約
二
千
人
が
里
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

同
地
区
は
東
市
来
地
域
の
北
に
位
置
し
、
高
塚
東
、
高
塚
西
、

尾
木
場
、
郷
戸
、
桑
木
野
、
野
下
の
六
集
落
か
ら
な
る
山
あ
い

の
農
村
地
域
。
地
区
の
過
疎
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る

中
、
地
元
住
民
が
立
ち
上
が
り
、
地
域
の
活
性
化
に
と
始
ま
っ

た
祭
り
で
、
地
域
に
残
る
豊
か
な
自
然
や
歴
史
を
生
か
し
た
体

験
型
の
祭
り
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

参
加
者
は
、
郷
戸
集
落
で
の
マ
ス
釣
り
大
会
や
、
野
下
集
落

で
の
カ
ズ
ラ
工
芸
、
尾
木
場
集
落
の
棚
田
散
策
、
高
塚
東
西
で

の
餅
つ
き
・
丸
太
切
り
競
争
、
桑
木
野
集
落
で
の
竹
炭
・
竹
細

工
作
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
思
い
思

い
に
楽
し
み
、
地
元
の
人
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
メ

イ
ン
会
場
の
高
山
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
元
で
作
っ
た

野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
豚
汁
や
棚
田
米
で
作
っ
た
お
に
ぎ

り
、
新
鮮
な
白
菜
、
大
根
な
ど
の
農
産
物
が
販
売
さ
れ
、
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
湯
之
元
の
温
泉
を
使
っ
た
足
湯
も
登
場
し
、
遊
び
や

散
策
で
疲
れ
た
足
を
い
や
せ
る
と
好
評
で
し
た
。

韓
国
の
文
化
に
対
す
る
理
解
と

韓
国
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
よ

う
と
十
二
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま

で
二
泊
三
日
の
日
程
で
韓
国
文
化

体
験
交
流
が
行
わ
れ
、
日
置
市
内

か
ら
十
一
人
が
韓
国
を
訪
問
し
ま

し
た
。

韓
国
扶
余
市
で
は
、
市
民
と
の

交
流
を
行
い
、
韓
国
の
文
化
に
触

れ
、
日
本
と
韓
国
の
生
活
習
慣
の

違
い
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
利

川
陶
芸
村
で
は
、
韓
国
の
登
り
窯

や
利
川
焼
を
学
び
、
繊
細
で
深
み

の
あ
る
焼
物
に
感
動
し
ま
し
た
。

東
市
来
町
養
母
か
ら
参
加
し
た

北
山
守
さ
ん
は
「
初
め
て
の
韓
国
、

韓
国
の
人
々
の
温
か
い
も
て
な
し

に
感
激
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
韓
国

の
こ
と
ば
を
少
し
で
も
学
び
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

韓 国
ふれあい隊

ぷ

よ

こけけ読み
聞かせたいに
“敬意と感謝”

東
市
来
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
読
書

グ
ル
ー
プ
「
こ
け
け
読
み
聞
か
せ
た
い
」

が
、
平
成
十
七
年
度
「
小
さ
な
親
切
」

運
動
実
行
章
を
受
章
し
、
十
月
二
十
八

日
に
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
伝
達
式

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
社
団
法
人
「
小
さ
な

親
切
」
運
動
本
部
（
東
京
）
が
推
進
す

る
も
の
で
、
さ
り
げ
な
い
優
し
さ
や
あ

た
た
か
な
思
い
や
り
に
敬
意
と
感
謝
を

表
す
る
も
の
。「
こ
け
け
読
み
聞
か
せ

た
い
」
の
結
成
以
来
四
年
間
の
献
身
的

な
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

同
グ
ル
ー
プ
は
、
東
市
来
地
域
内
の

小
学
校
や
育
児
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
活
動

の
場
と
し
て
、
手
作
り
の
紙
芝
居
や
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
（
人
形
劇
）
な
ど
を
使
っ
た

童
話
や
昔
話
の
読
み
聞
か
せ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
本
の
楽

し
さ
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
活
動
は
、

子
ど
も
の
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
に
も

つ
な
が
り
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
保

護
者
や
教
育
機
関
関
係
者
か
ら
も
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

「小さな親切」
実行章

学
び
と
健
康
、生
き
が
い
の
あ
る
人
生

社
会
教
育
学
級
運
営
発
表
会
と
健
康
づ
く
り
大
会

十
二
月
十
一
日
、
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
校

区
・
地
区
社
会
教
育
協
議
会
各
学
級
運
営
発
表
会
と
人

権
教
育
講
演
会
お
よ
び
東
市
来
地
域
健
康
づ
く
り
大
会

の
合
同
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
学
級
生
を
は
じ
め
市
民

約
七
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
学
級
運
営
発
表
会
で
は
、
鶴
丸
校
区
家
庭
教
育
学

級
、
湯
田
校
区
女
性
学
級
、
美
山
校
区
男
子
成
人
学
級
、

皆
田
校
区
寿
学
級
の
皆
さ
ん
が
一
年
間
の
活
動
成
果
を

ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
使
っ
て
発
表
。
人
権
教
育
講
演
会
で

は
、
三
遊
亭
歌
之
介
さ
ん
が｢

感
謝
の
プ
ラ
ス
志
向｣

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
講
演

は
、
場
内
を
笑
い
と
歓
声
の
渦
に
包
み
こ
み
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
大
会
で
は
、
健
脚
度
測
定
や
親
子
ふ
れ

あ
い
、
介
護
相
談
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
た
ほ

か
、
い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
に
よ
る
転
倒
予
防
教
室
の

活
動
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
参
加
者
は
有
意
義
な
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。
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十
二
月
十
六
日
、
飯
牟
礼
小
学
校
で

給
食
交
流
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

食
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
地
産
地

消
の
推
進
の
ひ
と
つ
で
、
伊
集
院
地
域

の
小
中
学
校
で
は
こ
の
日
初
め
て
、
地

場
産
の
米
を
給
食
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
米
を
提
供
し
て
く
れ
た

地
元
の
生
産
者
、
古
城
自
治
会
の
西
山

益
穂
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
長
や
教
育
長

ら
が
参
加
、
五
、
六
年
生
と
一
緒
に
給

食
を
囲
み
ま
し
た
。

毎
日
、
給
食
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

と
い
う
児
童
ら
は
、
十
月
に
収
穫
さ
れ

精
米
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
米
を
「
い

つ
も
よ
り
お
い
し
い
」
と
あ
っ
と
い
う

間
に
平
ら
げ
、
生
産
者
を
前
に
食
を
よ

り
身
近
に
感
じ
た
楽
し
い
給
食
と
な
り

ま
し
た
。

食
べ
終
え
て
か
ら
、
米
が
で
き
る
ま

で
の
生
長
過
程
を
教
わ
っ
た
り
、
西
山

さ
ん
の
米
作
り
の
苦
労
話
を
聞
い
た
り

し
な
が
ら
意
見
交
換
。
ど
ん
な
種
類
が

あ
る
の
か
？
お
い
し
い
米
を
作
る
秘
け

つ
は
？
な
ど
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
、
一
日
で
給
食
に
消
費
さ
れ

た
米
は
約
二
千
七
百
食
分
、
二
百
二
十

㌔
。
伊
集
院
地
域
の
小
中
学
校
の
給
食

を
賄
う
に
は
、
か
な
り
の
量
の
食
材
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
、
毎
月
一
回
は
地
産
地
消
に
取
り
組

み
、
一
品
で
も
多
く
地
域
農
産
物
を
提

供
し
て
い
く
予
定
で
す
。

地
場
産
米
で
生
産
者
と
お
い
し
い
給
食

飯
牟
礼
小
給
食
交
流
会

12月10日から11日まで２日間、伊集

院総合運動公園で「まるごと伊集院フェ

スティバル」があり、市内外から１万５

千人を超えるお客さんでにぎわいました。

農業や商工業など、各産業にかかわ

る人やまちづくり団体などが一堂に集

まり、伊集院地域の魅力をPRしようと

始まったこのイベントは今年で11回目。

日置市となって初めての開催に、他の

地域からの参加もあり大いに盛り上が

りました。会場にずらりと並んだ農産

物や加工品などの特産品販売コーナー

は朝早くから買い物客が押し寄せる盛

況ぶり。ステージでは子どもたちの踊

りや演奏などを楽しみ、１万人に振る

舞われる恒例の伊集院鍋はおいしいと

評判で、あっという間に底をつきました。

また、会場では共同募金歳末たすけ

あい運動の募金活動も行われ、10万円

を超える善意が寄せられました。市社

会福祉協議会を通じて福祉サービスに

生かされます。

過去最多の2,568人が快走

い
じ
ゅ
う
い
ん
梅
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が

十
二
月
十
一
日
、
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
に
二
百
五
十
二
人
の
参
加
で
ス
タ
ー

ト
し
た
同
大
会
は
こ
れ
が
二
十
三
回
目
。
遠
く
は
東

京
都
を
は
じ
め
と
す
る
関
東
や
九
州
、
県
内
各
地
か

ら
こ
れ
ま
で
最
多
の
二
千
五
百
六
十
八
人
が
参
加
。

記
録
に
挑
戦
し
た
り
、
初
冬
の
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。

市
内
参
加
者
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略

三
位
ま
で
）

◇
２
㌔
コ
ー
ス

小
学
４
年
生
以
下
女
子

２
位

木
山
志
栞
（
東
市
来
町
）

小
学
５
・
６
年
生
男
子

２
位

徳
留
将
也
（
伊
集
院
町
）

一
般
女
子

１
位

野
崎

香
（
伊
集
院
町
）

フ
ァ
ミ
リ
ー

１
位

今
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
東
市
来
町
）

◇
３
㌔
コ
ー
ス

一
般
男
子

１
位

元
山
哲
郎
（
伊
集
院
町
）

３
位

野
崎
俊
和
（
伊
集
院
町
）

◇
４
㌔
コ
ー
ス

中
学
生
男
子

１
位

有
村
優
樹
（
伊
集
院
町
）

２
位

藤
脇
孝
哉
（
伊
集
院
町
）

◇
５
㌔
コ
ー
ス

39
歳
以
下
男
子

２
位

寺
迫

賢
（
伊
集
院
町
）

59
歳
以
下
男
子

２
位

柿
内
和
浩
（
伊
集
院
町
）

39
歳
以
下
女
子

２
位

山
口
二
三
子
（
伊
集
院
町
）

59
歳
以
下
女
子

３
位

入
木
田
奈
穂
美
（
伊
集
院
町
）

◇
10
㌔
の
部

レ
ー
サ
ー

２
位

徳
重
祐
児
（
伊
集
院
町
）

３
位

橘
木
宏
幸
（
伊
集
院
町
）

39
歳
以
下
男
子

２
位

早
瀬
道
正
（
伊
集
院
町
）

梅 マ ラ ソ ン

魅
力
満
載
で
Ｐ
Ｒ

まままま
るるるる
ごごごご
とととと
伊
集
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

十
一
月
に
あ
っ
た
「
か
し
こ
い
消
費

者
大
会
」
の
バ
ザ
ー
益
金
を
図
書
購
入

費
に
と
、
十
二
月
五
日
、
伊
集
院
地
域

女
性
団
体
連
合
会
か
ら
地
域
内
の
す
べ

て
の
小
中
学
校
に
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
に
図
書
購
入
費
と
し
て
寄
付
す
る

の
は
数
年
ぶ
り
。

船
迫
ノ
ブ
子
会
長
は
「
地
域
の
教
育

の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

学校に
図書を

第
十
三
回
日
置
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会
が
十
二
月
十
八
日
、

伊
集
院
文
化
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。

演
奏
会
は
四
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、

今
年
は
賛
助
出
演
と
し
て
、
湯
田
小
学

校
音
楽
ク
ラ
ブ
、
伊
作
小
学
校
金
管
バ

ン
ド
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た

く
さ
ん
の
観
客
が
訪
れ
、
会
場
を
包
み

込
む
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

ジュニア
オーケストラ
演奏会
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日 吉日 吉日 吉日 吉日 吉情報をお寄せください

第７回少年少女かわなべ青の俳句大会において、日置小

学校が学校賞を受賞しました。

今年度、同校では学校を挙げて「伝える力」を育てるこ

とに力を入れていますが、その一環として俳句にも取り組み、

成果が表れました。

教室や廊下、下駄箱などには俳句や詩を展示し、日ごろ

から俳句に親しむふれ合い鑑賞を実施。５年生の授業で、

市来農芸高校の上薗猛先生から俳句の基礎指導を受けたの

をきっかけに、１年生から６年生まで全児童に呼びかけて

の俳句大会への参加となりました。応募作品は全104点、

うち32人が特選、入選、佳作を受賞。特選に選ばれた２

年生の小正ふみや君と５年生の山之内亮君の作品は次のと

おりです。（敬称略）

あきのよる かぞくで本を 読むじかん

日置小学校２年 小正ふみや

もう一点 シュートを決めるぞ セミの声

日置小学校５年 山之内 亮

俳句大会で
学校賞を受賞

苗
つ
く
り
か
ら
収
穫
、脱
穀
ま
で
伝
統
の
米
つ
く
り

吉
利
小
学
校

種
か
ら
始
ま
っ
て
口
に
入
る
ま
で
、
保
護
者
と
一
緒

に
な
っ
て
一
連
の
米
つ
く
り
の
作
業
を
学
ぶ
恒
例
の
行

事
が
今
年
度
も
吉
利
小
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。

保
護
者
の
代
表
、
上
原
孝
一
さ
ん
と
櫨
元
和
則
さ
ん

を
米
つ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
迎
え
、
種
の
消
毒

か
ら
、
種
ま
き
、
代
か
き
、
田
植
え
、
草
取
り
、
稲
刈

り
、
脱
穀
、
販
売
、
収
穫
祭
と
い
っ
た
作
業
を
一
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
全
員
が
体
験
し
ま
す
。

今
年
は
、
病
害
虫
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
ア
ク

シ
デ
ン
ト
が
あ
り
、
関
係
者
を
心
配
さ
せ
ま
し
た
が
、

無
事
、
収
穫
祭
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
す
で
に
二
十
年
近
く
続
く
伝
統
行
事
、

米
つ
く
り
の
大
変
さ
や
収
穫
の
喜
び
を
み
ん
な
で
分
か

ち
合
い
、
ま
た
次
の
年
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

▲ 田植え

▲ 種まき作業（苗つくり）

▲ 鎌を使っての稲刈り

▲ 昔ながらの脱穀作業▲ 収穫祭でつきたての餅を食べる

▲ 病害虫被害は心配させました

日 置
小学校

バ
ザ
ー
や
舞
台
発
表
に
多
く
の
人
出

各
地
で
祭
り

十
二
月
に
入
り
、
日
吉
地
域
の
各
地
で
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
四
日
の
中
区
公
民
館
を
皮
切
り
に
、
十
八
日
に
は

南
区
公
民
館
祭
り
と
Ｊ
Ａ
農
業
祭
が
、
二
十
三
日
に
は
北
区

公
民
館
祭
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
こ
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

中
区
で
は
野
菜
品
評
会
を
は
じ
め
、
各
自
治
会
の
踊
り
や

子
ど
も
会
な
ど
の
舞
台
発
表
、
ま
た
「
第
十
回
日
吉
よ
か
と

こ
い
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。
南

区
で
は
野
菜
品
評
会
や
村
づ
く
り
で
取
り
組
む
甘
し
ょ
づ
く

り
の
収
益
金
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
抽
選
会
を
開
催
し
、
賞
品

を
地
域
住
民
へ
還
元
し
ま
し
た
。
農
業
祭
は
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
の
演
芸
発
表
に
人
気
が
集
ま
り
、
特
に
女
子
中
学
生
に
よ

る
「
ゴ
リ
エ
・
ペ
コ
リ
ナ
イ
ト
」
の
ス
テ
ー
ジ
は
ア
ン
コ
ー

ル
も
で
る
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
。
北
区
で
は
野
菜
品
評
会
に

地
域
の
お
年
寄
り
な
ど
が
朝
早
く
か
ら
自
慢
の
野
菜
を
出
品
。

審
査
終
了
後
の
競
り
売
り
も
、
市
価
よ
り
安
く
購
入
で
き
る

と
好
評
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
バ
ザ
ー
も
大
好
評

で
、
店
の
前
に
は
品
定
め
を
し
、
買
い
求
め
る
人
の
人
垣
が

で
き
ま
し
た
。

日新小PTAが優良PTAとして2005年度文部科

学大臣表彰を受けました。同PTAでは親子読書活

動や毎月の定例子ども会活動をはじめ、郷土芸能の

練習など地域住民と連携した活動を進めており、長

年伝統的に培ってきた活動が評価されました。

神会長と野平校長先生は「小さな校区での活動、

地域の協力があってこそ。日新小PTAが受賞した

というより、校区全体、地域の人と一体となった受

賞」と振り返りました。

日新小
ＰＴＡ

文
部
科
学

大
臣
表
彰

チャリティ
ゴルフ大会

12月11日、第４回共同募金チャ

リティゴルフ大会が開催され、

61,571 円の募金が、また、吉

利体育協会主催の第７回吉利体

協ゴルフ大会においても、

27,776円の募金が集まりました。

ご協力いただいたゴルファーの

皆さん、ありがとうございました。

南区公民館

中区公民館

ＪＡ農業祭

北区公民館
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せください

伊
作
城
で
生
ま
れ
育
っ
た
島
津
中
興
の
祖
、
島
津
忠
良
公
（
後
に
日
新
公
）

が
残
し
た
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
に
触
れ
、
学
ぼ
う
と
、
小
学
生
カ
ル
タ
取
り

大
会
が
十
二
月
十
日
、
吹
上
砂
丘
荘
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
日
新
公
顕
彰
会
（
實
吉
弘
道
会
長
）
が
初
め
て
主
催
し
た
も
の

で
、
地
域
内
各
小
学
校
か
ら
五
十
七
人
が
参
加
。
二
学
年
ご
と
に
分
け
ら
れ
た

三
ク
ラ
ス
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

選
手
は
両
手
を
畳
に
つ
け
た
姿
勢
で
、
詠
み
人
の
声
を
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と

集
中
。
直
後
、「
パ
シ
ッ
」
と
カ
ル
タ
札
を
取
る
音
が
響
き
、「
ヨ
シ
ッ
」「
し

ま
っ
た
」
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
（

）
は
学
校
名
）。

【
一
〜
二
年
ク
ラ
ス
】
一
位
…
下
園
敏
晃
（
和
田
）、
二
位
…
宇
田
愛
（
花
田
）

三
位
…
舞
田
翼
（
和
田
）、
四
位
…
大
迫
希
一
朗
（
和
田
）

【
三
〜
四
年
ク
ラ
ス
】
一
位
…
池
田
美
桜
（
伊
作
）、
二
位
…
小
永
吉
健
太
（
花

田
）、
三
位
…
本
田
瑞
葵
（
永
吉
）、
四
位
…
今
村
衣
里
（
和
田
）

【
五
〜
六
年
ク
ラ
ス
】
一
位
…
大
迫
唯
那
（
花
田
）、
二
位
…
山
口
省
吾
（
花

田
）、
三
位
…
大
迫
佳
奈
（
花
田
）、
四
位
…
平
野
哲
也
（
永
吉
）

激
戦
の
鹿
児
島
県
大
会
、九
州
大
会
を
制
し
、第
十
二
回
全
国
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
全
国
決
勝
大
会
に
出
場
を
果
た
し
た
吹
上
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
十

二
月
二
十
日
、伊
作
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
ボ
ー
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
の
た
び
に
先
輩
の
応
援
に
駆
け
つ
け
、
熊
本
県
で
開
か
れ
た
全
国
大
会

に
も
大
勢
が
声
を
か
ら
し
て
く
れ
た
同
少
年
団
へ
の
お
礼
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
が
贈
っ

た
も
の
で
す
。

贈
呈
式
で
は
「
君
た
ち
の
応
援
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
練
習
し
て
く
だ
さ
い
」
と
馬
場
秀
人
キ
ャ
プ
テ
ン

が
激
励
を
込
め
て
ボ
ー
ル
を
手
渡
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
同
少
年
団
主
将
の
平

田
将
也
君
は
「
先
輩
た
ち
を
目
標
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。

少
年
団
と
同
じ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し
て
い
る
吹
上
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
快
挙

は
、
後
輩
へ
の
大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

吹
上
Ｆ
Ｃ
が
ボ
ー
ル
を
寄
贈

応
援
を
あ
り
が
と
う

威
勢
の
い
い
一
年
に
!!

青松太鼓
新春初打ち

吹
上
地
区
の
元
青
年
団
員
で
組
織
す
る
仲
年
団
（
上
野
勉
団
長
）
が
十
二
月

十
一
日
、
老
人
ホ
ー
ム
美
里
と
光
の
岬
を
訪
問
し
、
餅
つ
き
や
演
芸
で
入
所
者

と
交
流
し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
は
、上
野
団
長
ら
が
青
年
団
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
昭
和
五
十

一
年
か
ら
は
じ
ま
り
、歴
代
団
員
が
受
け
継
い
で
き
た
も
の
。過
疎
に
よ
り
地
区

の
青
年
団
が
消
滅
し
た
後
も
、Ｏ
Ｂ
と
し
て
毎
年
継
続
し
、今
回
で
三
十
回
目
。

こ
の
日
も
こ
れ
ま
で
同
様
、
か
ま
ど
で
蒸
し
、
き
ね
で
つ
き
あ
げ
た
も
ち
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
入
所
者
も
飛
び
入
り
で
き
ね
を
振
り
、
も
ち
を
丸
め
ま
し
た
。

昼
食
後
は
演
芸
会
。
そ
れ
に
先
立
ち
団
か
ら
記
念
の
時
計
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

団
員
は
練
習
を
積
ん
で
き
た
日
本
舞
踊
や
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
。
入
所
者
か
ら
盛

ん
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

「
今
日
は
四
十
年
目
に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
の
日
」
と
上
野
団
長
。
地
道
な

慰
問
交
流
は
さ
ら
に
続
き
ま
す
。

仲
年
団
老
人
ホ
ー
ム
慰
問

地
道
に
慰
問
交
流
30
年

「いにしへの道を…。」「ハイッ!」
第１回 吹上地域小学生
「日新公いろは歌」カルタ取り大会

「
生
涯
現
役
で
豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
た
め
に
」な
ど
を
テ
ー
マ
に
、平
成
十
七

年
度
吹
上
地
域
健
康
づ
く
り
福
祉
大
会
が
十
一
月
二
十
九
日
、吹
上
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
で
、平
成
十
三
年
度

か
ら
は
じ
ま
っ
た「
元
気
な
町
民
づ
く
り
運
動
」の
広
が
り
を
示
し
ま
し
た
。

事
例
発
表
で
は
健
康
教
育
を
機
に
生
活
習
慣
病
予
防
に
取
り
組
ん
だ
東
條
一
良

さ
ん
（
西
本
町
）
や
、
地
域
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
和
田
地
区
に

こ
に
こ
運
動
推
進
会
」
な
ど
の
活
動
が
報
告
さ
れ
、
参
加
者
は
日
常
の
健
康
管
理

の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
豊
富
な
地
域
産
品
を
食
べ
よ
う
と
呼
び
か
け
る
寸
劇

『
地
産
地
消
ち
ど
げ
な
こ
ん
な
』
を
熱
演
。
笑
い
の
中
に
安
全･

安
心
な
食
生
活
の

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
今
一
度
、
日
常
生

活
を
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
福
祉
大
会

生
涯
現
役
で
豊
か
な
人
生
を

昨年から久多島神社境内で行われて

いる初打ち。

新春の初日を威勢のいい太鼓の音で

迎えようと、初詣客や帰省者ら大勢が

詰め掛けました。

かがり火の灯る境内に新年の朝日が

差し込むと、演奏も最高潮に。

振る舞われた焼き芋と勇壮な太鼓に

身も心も温かな幕開けでした。

クリスマスシーズンから新年にかけて、各所で
趣向を凝らしたイルミネーションがまちを彩りま
した。下草田（写真）では点灯初日、地域の有志
により来訪者に豚汁や湯豆腐が配られました。

各
所
で
冬
の
風
物
詩

バルセロナ五輪マラソン４位の山下佐知子監督（写
真前列中央）率いる第一生命女子陸上部が、12月
５日から吹上浜公園クロスカントリーコースなど
で合宿。２月にも強化合宿を行う予定です。

第
一
生
命

女
子
陸
上
競
技
部
合
宿

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

中之里の妙見神社で11月27日行われ、家族や
往年の相撲ファンらが大勢見守る土俵で、幼児か
ら高校生、社会人まで50人を超える力士が熱戦
を展開しました。

妙
見
神
社
相
撲
大
会

活動の一環として、金融機関などから寄せられた
タオルや日用雑貨などの善意を12月３日、刑務所
や福祉施設に贈りました。早速お礼の手紙もあり、
会員は「皆様の心がつながった」と話していました。

吹
上
町
更
生
保
護
女
性
会

歳
末
助
け
合
い
運
動



（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

安
藤
か
り
ん

太
介

松
下

西
村

明
莉

匡
史

下
田
尻

小
山
田
航
希

誠

上
和
田

塚
原
か
ん
な

直
人

緑
ヶ
丘

外
園

蘭

光
春

東
宮
内

下
野

遥
愛

彰
久

南
宮
内

橋
元

祐
里

茂

今
田

����� �����	
 ������� �����	
��

⑤ 
【材　料】  

小麦粉 ……３カップ はちみつ ………180ｇ

サラダ油………50cc マーガリン………70ｇ

ごま……………60ｇ 青のり ………小さじ３

 
【作り方】  

① マーガリンにはちみつを入れ、よく混ぜ、

混ざったらサラダ油も入れ混ぜる。

② 小麦粉をふるっておく。

③ ①に②を加え混ぜてなじませる。半分混ざっ

たらごまも加えて混ぜる。青のりも加える。

④ 生地を小さめに丸め、つぶして形を作る。

⑤ 190℃のオーブンで15～20分焼く。

い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
あ
ふ
れ
る
中
「
こ

れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
子
育
て

に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？安

心
し
て
親
子
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
、
日
置
市
に
は
母
子

保
健
推
進
員
と
よ
ば
れ
る
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
が
六
十
一
人
い
ま
す
。

主
に
各
家
庭
を
訪
問
し
、
教
室
や
健

診
の
案
内
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
役

を
し
て
い
ま
す
。
地
区
ご
と
の
担
当
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
顔
を
覚
え

て
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
！

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

齊
藤

優
生

忍

清
藤

寶
来

道
采

道
夫

妙
円
寺
３
区

米
盛

愛

隆

妙
円
寺
３
区

上
野

斗
颯

真
司

東
市
来
町
麓
下

森
永
み
な
み

直
樹

妙
円
寺
４
区

宮
元

大
空

一
成

妙
円
寺
３
区

牧
浦

慎
悟

博
國

妙
円
寺
１
区

松
元

和

城
治

猪
鹿
倉

早
瀬

葵

道
正

平
古

吉
村
亜
希
子

聡

麓
東

西

真
徳

幸
徳

郡
上

村
岡
幸
之
介

潤
一

郡
下

平
賀

智
也

正
一

寺
脇

鮫
島

慈
弦

幸
一

瀬
戸
内

尾
堂

陽

誠

上
土
橋

久
保

ゆ
り

洋
文

向
江
町

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

楠
元

珀
飛

宗
樹

田
之
湯

大
野

聞
人

裕
也

田
之
湯

松
野
下
大
晴

高
広

杉
之
迫

山
口

礼
恩

淳
一

向
湯
田

東
市
来
支
所 

吹
上
支
所 

本
　
庁 

このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

あ
お
い

ひ
な
た

じ

げ
ん

れ

お
ん

そ

ら

し
ん

ご

み
ち

と

と
も

や

は
く

と

き
く

と

あ
か

り

こ
う

き

ゆ
う

り

は
る

な ら
ん

こ
う

の

す
け

ゆ
う
せ
い

た
い
せ
い

あ
い

に
こ

あ

き

こ

と

う

や

ま

な

と

十
二
月
二
十
一
日
の
夜
か
ら

強
い
寒
気
の
影
響
で
降
り
出
し

た
雪
は
、
県
内
各
地
で
記
録
的

な
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
で
は
十
一
㌢
の
積

雪
を
観
測
し
、
十
二
月
と
し
て

は
八
十
八
年
ぶ
り
の
記
録
更
新
。

日
置
市
も
伊
集
院
地
域
を
中
心

に
十
数
㌢
の
積
雪
と
な
り
、
本

庁
周
辺
も
銀
世
界
に
。
道
路
の

あ
ち
こ
ち
で
立
ち
往
生
す
る
車

が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
受
付
分（
敬
称
略
）

＊
次
は
11
月
受
付
分 ・

家
庭
を
訪
問
し
、健
診
や
教
室
の
案
内
を
し
ま
す
。

・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
役
に
な
り
ま
す
。

・
行
政
へ
の
要
望
な
ど
を
届
け
ま
す
。

・
子
育
て
や
母
子
保
健
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

大
人
だ
っ
て
、子
ど
も
だ
っ
て
、泣
い
て
、怒
っ
て
い
い
。

思
い
を
伝
え
ら
れ
ず
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
に
い
る
こ
と
の

方
が
つ
ら
い
の
で
す
。

食
べ
さ
せ
て
大
き
く
す
る「
か
ら
だ
育
て
」だ
け
で
な
く
、

抱
き
し
め
、あ
や
し
か
ら
始
ま
る
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
。

＝「
大
好
き
」を
伝
え
る
具
体
的
な
方
法
＝

そ
の
１

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
た
っ
ぷ
り
触
れ
合
う
こ
と

そ
の
２

に
っ
こ
り
声
を
か
け
、真
剣
に
怒
る
な
ど
顔
の

表
情
を
豊
か
に

そ
の
３

お
し
ゃ
ぶ
り
や
テ
レ
ビ
よ
り
、人
と
ふ
れ
あ
う

時
間
を

そ
の
４

し
つ
け
さ
せ
る
よ
り
、や
っ
て
見
せ
る
こ
と（
大

人
が
お
手
本
）

わたしたちは
母子保健推進員です

母
子
保
健
推
進
員
の
主
な
活
動 

セサミクッキー（50枚） 

【材　料】  
小松菜…………80ｇ 水 …………………少々

マーガリン……30ｇ 卵 …………………２個

小麦粉 ……………………………………160ｇ

ベーキングパウダー …………………小さじ２

砂糖 …………………………………………50ｇ

 
【作り方】  

① 小松菜はゆでて、ミキサーに水少々と一

緒にかける。

② ボウルにマーガリンを入れて白っぽくな

るまで練り、砂糖を加えてよく混ぜる。

③ 小麦粉とベーキングパウダーをあわせて

ふるっておく。

④ 卵を泡立て①②を加え、③をさっくり混

ぜ合わせアルミカップに入れる。

⑤ 蒸気のあがった蒸し器で強火で10～ 15

分蒸す。

野菜のカップケーキ（16個） 

平
成
十
七
年
十
月
一
日
に
実
施
さ

れ
た
国
勢
調
査
に
よ
る
速
報
値
が
発

表
に
な
り
ま
し
た
。（
こ
の
数
値
は

調
査
員
が
把
握
し
た
人
口
と
世
帯
数

を
積
算
し
た
要
計
表
を
基
に
集
計
し

た
速
報
値
で
あ
り
、
確
定
値
と
異
な

る
場
合
が
あ
る
。）

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
日
置
市
の
人

口
は
五
万
二
千
四
百
十
四
人
（
男
二

万
四
千
三
百
二
十
三
人
・
女
二
万
八

千
九
十
一
人
）
で
、
前
回
（
平
成
十

二
年
）
よ
り
、
九
百
七
十
七
人
（
一
・

八
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

世
帯
数
は
二
万
六
十
世
帯
で
前
回
よ

り
十
八
世
帯
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
の
市
町
村
別
人
口
の
順
位
は

前
回
と
同
じ
く
五
位
で
す
。

県
全
体
で
み
る
と
、
人
口
は
前
回

よ
り
三
万
三
千
五
十
人
（
一
・
九
％
）

減
り
、
百
七
十
五
万
三
千
百
四
十
四

人
。
人
口
が
増
加
し
た
市
町
村
が
八

市
町
、
減
少
し
た
の
が
六
十
三
市
町

村
、
増
減
な
し
が
一
町
と
な
っ
て
い

ま
す
。

平成17年国勢調査結果 

人口は52,414人（△977人）

12月の記録的な大雪

（要計表による速報値） 

広報12月号のＰ７「陸上記録会」の記
事中走り幅跳び５年女子の１位記録の氏名
に誤りがありました。次のとおり訂正して
おわびします。

誤 正
宮之前未来 ⇒ 今田 栞奈
岩元かなみ ⇒ 若元かなみ

訂正とお詫び

東
市
来
支
所 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

小
吹

生
代

49

小
吹

永
濱
ミ
ツ
ヱ

89

下
原

野
田

タ
ミ

86

片
町

有
馬

ハ
ナ

87

榎
園
団
地

黒
木

ヒ
デ

89

青
松
園

前
屋
敷
よ
し
子

75

片
町

上
内

光
雄

80

片
町

黒
木

躬
義

90

日
置
麓

内
村

清
利

82

志
賀

山
口

康
子

58

枦
木

野
元
ト
キ
ヱ

86

笠
ヶ
野

日
吉
支
所 

本
　
庁 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

海
江
田

武

61

大
田
上

牧
迫

重
治

76

窪
田

吉
村
フ
ミ
子

85

中
福
良

西

正
男

81

宮
脇

橋
口
休
次
郎

98

中
神
殿

宇
都
ミ
ツ
子

75

清
藤

外
園

茂

67

大
田
上

東

フ
ミ

84

四
郎
園

御
領
原
四
郎

90

元
町

富
元
た
つ
江

89

朝
日
ヶ
丘

船
迫

文
子

69

麓
東

末
吉

和
生

78

妙
円
寺
６
区

岩
下

重
雄

83

末
永

久
保

ミ
カ

100

麦
生
田
下

久
保

義
郎

49

妙
円
寺
７
区

本
村
オ
ナ
ル

90

つ
つ
じ
ヶ
丘
１
区

小
田

豊
美

77

猪
鹿
倉

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

鉾
之
原
辰
夫

77

鉾
之
原

愛
甲

英
光

102

美
山
下
南

堀
之
内
次
男

83

皆
田
西

榊

孝
治

74

中
央

國
分

隆
雄

70

元
湯

柳
園
マ
サ
子

83

中
央

梅
木

勇

76

梅
木

比
良

ミ
ヤ

98

中
央

松
山

景
利

83

荻

吉
村

キ
ヱ

96

川
北

古
川

良
一

80

元
伊
作
田

桑
木
野
マ
ツ
ヱ

85

桑
木
野

吹
上
支
所 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

永
山
タ
ツ
エ

72

小
野
馬
場

前
野

サ
ト

98

中
和
田

山
口
シ
ヅ
エ

90

下
与
倉

平
峯

一
夫

71

藤
元

原
田
嘉
藤
次

88

下
中
之
里

石
塚
カ
ツ
エ

89

浜
田
中

大
迫
フ
ミ
ヱ

88

青
松
園

今
村

清
二

83

入
来

川
邉

ツ
ヤ

92

上
中
之
里

長
野

ア
ヤ

93

榎
下

久
留

久

78

瀬
戸
内

石
塚
ミ
サ
エ

83

入
来

久
保

稔

12

上
中
之
里

野
添
キ
ミ
子

74

中
田
尻

下
原

重
雄

84

中
草
田

12
月
受
付
分（
敬
称
略
）
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シリーズ⑧

ひと いきいき

乳
牛
共
進
会
で
毎
年
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
先
の
全
国
大
会
で
も
入
賞
し
た
、

日
置
市
を
代
表
す
る
日
吉
町
の
酪
農
家
・
迫
さ
ん
一
家
の
農
業
経
営
を
支
え
る
女
性

農
業
者
、
千
穂
子
さ
ん
が
農
家
に
嫁
い
だ
の
は
昭
和
50
年
。
農
家
の
生
活
に
魅
力

を
持
っ
て
い
た
千
穂
子
さ
ん
は
、
農
業
の
傍
ら
、
生
活
環
境
改
善
や
女
性
の
主
体
的

な
生
活
な
ど
を
学
ぶ
女
性
団
体
の
活
動
に
若
い
こ
ろ
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
ま
し

た
。「そ

の
こ
ろ
は
農
家
の
嫁
が
研
修
の
た
め
に
家
を
空
け
る
の
は
、
抵
抗
が
あ
っ
た

時
代
。
で
も
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
の
農
業
経
営
や
生
活
に
生
か
し
て
い
け
ば
理
解
も

得
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
努
力
」
免
許
を
取
り
、
大
型
農
機
具
な
ど
機
械
作
業
も
し
っ
か

り
と
こ
な
し
、
資
金
計
画
の
勉
強
や
経
営
診
断
を
重
ね
な
が
ら
、
家
族
経
営
協
定
も

締
結
。
女
性
と
し
て
農
業
経
営
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

ご
主
人
の
秀
光
さ
ん
と
長
男
の
竜
一
さ
ん
の
三
人
で
の
経
営
。「
規
模
拡
大
を
し

た
い
」
と
い
う
長
男
に
「
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
て
か
ら
」
と
手
厳
し

か
っ
た
が
、
最
近
、
竜
一
さ
ん
も
結
婚
が
決
ま
り
、
し
っ
か
り
と
後
継
者
に
。

「
農
業
が
し
っ
か
り
し
な
い
と
他
の
産
業
も
栄
え
て
い
き
ま
せ
ん
。
農
業
を
魅
力

あ
る
職
業
と
し
て
い
く
た
め
に
、
女
性
も
も
っ
と
あ
ら
ゆ
る
場
に
出
て
ほ
し
い
。
楽

し
い
ゆ
と
り
の
あ
る
農
業
経
営
を
目
指
し
、
積
極
的
に
経
営
参
画
し
て
ほ
し
い
。
農

村
の
よ
さ
を
多
く
の
人
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
も
っ
と
私
た
ち
農
村
の
女
性
が
頑
張

ら
な
い
と
」
と
頼
も
し
い
。「
県
外
で
調
理
師
を
す
る
二
男
と
協
力
し
て
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
」
農
村
を
愛
す
る
姿
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

迫 千穂子
さこ ち ほ こ

さ
ん［55歳］ 

●近代的な農業経営を支え、女性の積極的な社会参画
をと活動を続ける農村女性のリーダー。日吉町生活
研究グループ連絡協議会会長、日置地区生活研究グ
ループ連絡協議会副会長　平成11年～合併まで日
吉町農業委員も務める。 

日吉町吉利　（内門自治会） 

私
は
十
月
十
一
日
火
曜
日
、
福
岡
市
内
の
小
学

校
か
ら
日
置
市
立
住
吉
小
学
校
へ
転
入
し
て
来
ま

し
た
。

住
吉
小
へ
転
入
し
て
来
て
、ま
ず
一
番
お
ど
ろ
い
た
の
は
、

人
数
で
は
な
く
制
服
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。転
校
初

日
の
朝
、制
服
を
着
て
学
校
へ
入
っ
て
い
る
の
を
見
て
、私

は
一
瞬
自
分
の
目
を
う
た
が
い
ま
し
た
。今
ま
で
小
学
校
に

制
服
が
あ
る
な
ん
て
、考
え
も
つ
か
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

住
吉
小
へ
転
入
し
て
く
る
前
に
、
私
は
福
岡
か
ら
来
た

私
を
み
ん
な
は
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
か
。
福
岡
弁
を
笑
っ

て
か
ら
か
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
、
と
て
も
心
配
で
し
た
。

で
も
実
際
、
そ
の
逆
で
み
ん
な
私
を
あ
た
た
か
く
む
か
え

て
く
れ
ま
し
た
。

住
吉
小
の
人
た
ち
は
、
と
て
も
良
い
人
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
楽
し
い
こ
と
、
そ
う
で
な
い
こ
と
、
い
ろ
い

ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
私
も
み
ん
な
と
同
じ
よ
う

に
優
し
く
友
達
に
接
し
て
、
み
ん
な
と
一
緒
に
乗
り
こ
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
み
ん
な
と
一
緒
に
』 

住
吉
小
学
校
五
年
　
　
永
山
　
　
悠 

さ
ん 

伊集院を支配した紀姓伊集院氏（古伊集院家）が、

鎌倉時代初期（12世紀初）に築城したと伝えられてい

ます。この後、島津氏の分家（新伊集院家）が伊集院

を支配するようになっていきます。一宇治城は、江戸

時代初期に廃城になるまで使われ続けました。

南北朝時代に、新伊集院家４代当主忠國は、島津氏

の大部分が北朝方についたにもかかわらず、南朝方に

つき、活躍しました。（1330～ 1350年頃）その拠点

が一宇治城でした。

天文５年（1536）、伊集院は島津氏の内乱で戦場に

なりました。一宇治城は伊作島津家10代当主忠良（日

新斎）と息子の島津本家15代当主貴久に攻め落とされ

ました。貴久は一宇治城を拠点に、近隣はもちろん遠

く国分方面まで平定しました。貴久の息子の義久（本

家16代当主）・義弘（本家17代当主）・歳久（日置島

津家初代当主）・家久（永吉島津家初代当主）ら兄弟は、

幼少期をこの城で過ごしています。

天文18年（1549）にフランシスコザビエルがこの

城に貴久を訪ね、キリスト教布教の許可を受けたとさ

れています。昭和24年に、伊集院町が一宇治城跡の頂

上に会見記念碑を建立しました。

現在、一宇治城跡は城山公園として整備されており、

当時の様子がうかがえます。

参考文献「伊集院郷土史」 

本
庁
か
ら
車
で
約
5
分 

Access

8

一宇治城（伊集院城）跡 

吹上町中原 

元
気
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

市
内
に
在
住
の
6
歳
以
下
の
お
子
さ
ん 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
⑤
広
報
へ
の
ご
意
見

⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課（
住
所
は
末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

な
が
　
　 

や
ま
　
　
　
　
　
　
　
　    

は
る
か 

　教職を定年後、誘われるままに「吹上絵画クラブ」に入会。
60歳からの手習いで技術はなかなか伸びませんが、平均年
齢80近い仲間と楽しく、月1回の教室を楽しんでいます。
身近な風景やものに興味がわき、新鮮さ
や美しさを体感できるようになりました。
地域に密着した題材にこころがけ、少し
でも多くの人に会員の絵を見ていただけ
ればありがたいですね。この作品は県の
シルバー文化作品展で銀賞を受賞した作
品です。古木や流木をいかした作品づく
りも取り組み、絵の額縁は手づくりです。 

福添　喜信　（76歳） さ
ん 

絵画 「漁」 

小園　愛富くん（3歳5か月） 

最近、とてもおしゃべりが上手になっ
たアトムくん。名前のように愛に富ん
だ心の優しい人になってほしいなあ。

■おかあさんから

父 洋一さん 母 光代さん
（吹上町永吉）

あ と む

小山田　爽一郎くん（4歳10か月） 

健やかにたくましく育ってほしい。
笑顔のすてきな爽一郎くん、友達をた
くさんつくってね。

■おかあさんから

父 和良さん 母 博美さん
（伊集院町徳重）

そ う い ち ろ う

じょうやま

き せい




